
研究課題名：特定健康診査当日に特定保健指導初回面接を行った結果の検証 
 
本研究は、公益財団法人ちば県民保健予防財団倫理委員会の承認を得て、理事長が許可し

た研究です。健発 0801 第 3 号、保発 0801 第 2 号「特定健康診査及び特定保健指導の実施

に関する基準等の一部改正について」が厚生労働省より出され、平成 30 年度より、特定健

康診査・特定保健指導制度を着実に実施し、保険者全体で更なる実施率の向上を達成する

観点から、制度の運用の見直しを行うため必要な改正が行われました。そのなかで、特定

健康診査受診当日に初回面接を行うことは、健康意識が高まっているときに受診者に働き

かけることができ、受診者にも利便性が良いため、健診当日に全ての検査結果が判明しな

い場合でも初回面接の分割実施（特定健康診査受診当日に、腹囲・体重、血圧、喫煙歴等

の状況から特定保健指導の対象と見込まれる者に対して、把握できる状況をもとに、専門

職が行動計画を暫定的に作成する面接を初回面接 1 回目とし、全ての検査結果が揃った後

に、医師が総合的な判断を行った上で、専門職が本人に電話等を用いて相談しつつ、当該

行動計画を完成することを初回面接 2 回目とする）が可能となりました。 
本研究では、2018 年 6 月から 9 月に初回面接 1 回目を実施した 4 市町での実施状況を取り

纏め、その実施方法と効果について検証します。 
 
 
本研究における個人情報の取り扱いは以下のとおりです。 
1.本研究はデータのみを収集する疫学研究であり、本研究のために新たに人体試料の採取は

行いません。 
2.受診者の皆様の個人情報を削除した上でデータ分析を行います。 
3.研究の成果は学会や学術雑誌で公表する予定ですが、個人が特定できる情報を公表するこ

とはありません。 
4.本研究の主任研究者及び分担研究者は、本研究に関して利益相反はありません。 
 
本研究にご自身のデータが利用されることについてご同意を頂けない場合等はお問い合わ

せください。 
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